
脳内電場の理解・制御から医療機器開発を目指す
研究グループ

ECoG信号と神経細胞出⼒との対応関係を特定することにより、上肢の関節トル
クなどの情報を正確にデコーディング可能となり、柔らかい制御ができる。

既存技術との⽐較

開発想定機器 国外臨床研究例 国内臨床研究例

藤枝俊宣 外２名 「脳表に貼付して使⽤される記録及
び／⼜は刺激⽤の神経電極とそれを⽤いた記録⼜は刺
激⽅法」PCT出願済

Hochberg, L. R. et al., Reach and grasp by people 
with tetraplegia using a neurally controlled robotic 
arm, Nature, pp. 372–375, 2012

平⽥雅之，体内埋め込み型ブレイン・マシン・インタ
フェースによる機能再建，バイオメカニズム学会誌，
pp. 89–94, 2018

脳電極

⾼密度薄膜ECoG電極 ⽪質内刺⼊剣⼭型電極 ECoG電極

⻑所
・空間分解能が⽐較的⾼い
・頭蓋内圧亢進の可能性が⼩さい
・計測の⻑期安定性

・神経細胞出⼒を検知可能
・空間分解能が⾼い

・計測の⻑期安定性

短所
・神経細胞出⼒との対応関係が不明確
・脳溝内⽪質表⾯への貼付が困難︖
（基材の化学修飾により解決可能︖ ）

・脳実質を機械的に損傷する可能性
・計測の⻑期安定性が懸念事項

・神経細胞出⼒との対応関係が不明確
・空間分解能が低い
・電極のmass effectによる頭蓋内圧亢
進が懸念事項

デコーディング ・上肢の関節⾓速度などの情報
・上肢の関節トルクなどの情報

・⼿先の位置、速度などの情報 ・⼿先の位置、速度などの情報
・⼿指のパターン情報

制御 ・右２列に加えて、インピーダンス制
御（柔らかい制御）も可能 ・位置フィードバック制御（硬い制御） ・位置フィードバック制御

・定型パターン出⼒

⾼密度薄膜ECoG電極の物理的特性や電気的特性により、神経細胞出⼒に符号化
されている上肢関節トルクなどに関連した信号を検知することが期待できる。

核⼼的シーズ

針電極

局所電場電位 (LFP)

ECoG電極

⼤脳⽪質で計測
される各種電位

⽪質電位 (ECoG)

出⼒

脊髄へ

神経細胞

活動電位とLFPの相関性

運動野の活動電位に上肢の関節トルク
などの運動情報が符号化されている
E Miyashita & Y Sakaguchi, IEEE Trans Ind Electron, 2016

新規開発した⾼密度薄膜
ECoG電極の特性

藤枝俊宣, 宮下英三, 今井綾乃, 特願2021-167887
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奇妙なLink
2017年4⽉
Twitter社がブレインコンピュータ
インタフェース構想を発表

https://www.bloomberg.com/news/articles/2
017-08-25/elon-musk-s-neuralink-gets-27-
million-to-build-brain-
computers?leadSource=uverify%20wall

http://shiropen.com/2017/04/20/24317

https://www.youtube.com/watch?v=YreDYmXTYi4

2017年8⽉
Elon Musk⽒がNeuralink社
を設⽴

2022年12⽉
Neuralink社がブレインマシン
インタフェース開発戦略を発表

１．脳電極
２．デコーディング
３．ニューロモジュレーション
４．⼈⼯筋⾻格
５．電⼦デバイス

要素技術

出⼒型ブレインマシンインタフェース

(株)INOPASE

上肢外⾻格型
意図した運動を実⾏可能

ボディースーツ型
イメージした運動を実行可能

脳内情報処理
メカニズムの解明

ブレインマシン
インタフェースの開発

学内外の
要素技術

・脳電極
・デコーディング

・センサー
視覚
嗅覚
触圧覚

・⼈⼯筋⾻格
・臨床研究の場

グループの経緯・⽬標（2017年2⽉より活動開始）

視覚情報

聴覚情報

発話

運動

手の感覚情報
ロボットハンド
の情報

光情報

音情報

発話

運動
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